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［要旨］アジア地域におけるエネルギー供給技術によるCDMを対象とした評価手法の開発及び開発

手法の適用を通した有効性の実証を目的として、エネルギーチェーン多層評価システム(エネルギ

ーチェーンLCAモデル)の各要素技術と各プロセスフローについて中国及びインドを中心とするア

ジア地域への適用方法を検討し、温暖化緩和の可能性の大きい特定地域を対象に緩和効果を定量

的に評価した。また、中国におけるエネルギーチェーン基礎データに関し、発電所ヒアリングに

よるデータ収集を進めた。具体的には、アジア地域において大きなCDMクレジットポテンシャルが

あると評価された中国及びインド各地域における先進的火力発電技術導入に対して、エネルギー

チェーン多層評価システムを用いて、CDMのコベネフィットを含む費用便益分析のためのライフサ

イクルアセスメントを行った。具体的には中国の山西省、新疆ウイグル自治区、上海市、重慶市、

遼寧省、広東省、インドではデリー、ムンバイ、コルカタの計9地域で、それぞれに石炭ガス化複

合発電(IGCC)、天然ガス複合発電(NGCC)、超々臨界圧石炭火力発電(USC)を用いた新規プラントが

建設される場合を想定した。先進的火力発電を導入することで大幅なCO2排出量削減が示され、特

に既存の火力発電の効率が30%以下の低い地域では先進的火力発電導入効果が大きい。発電コスト

は燃料輸送費について地域間や輸送手段で差がみられ、炭鉱から遠い上海市や広東省と炭鉱から

近い山西省についてトラック輸送をした場合の比較をすると総発電コストに占める燃料輸送費の

差が大きい。また中国におけるトラック輸送費は鉄道輸送費のおよそ10倍であったが、インドで

は若干鉄道輸送費が低い程度であった。発電コストを技術間で比較すると、天然ガス火力発電は

燃料費が高いため総じて石炭火力発電より高く導入に際して不利となる。しかし天然ガス火力発

電は導入によるCO2削減量が大きいという利点があるため、CO2削減コスト原単位で比較した場合地

域・燃料輸送方法によっては石炭火力発電に対し優位性を持つことを明らかにした。 
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１．はじめに 

 中国では近年の急速な経済発展により、エネルギー需要が増加し、電力供給の問題や環境問題

もますます顕著になってきた。2007年における全世界の二酸化炭素(CO2)排出量は28,829百万t- CO2

に対し、中国はついに第一位となり20.7％を占める1)。アメリカ、ロシアに続きインドも第4位で

あり、中国やインドなどのアジアの途上国では急速な経済発展によってエネルギー需要が増大し、
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